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ホバーリングするケアシノスリ

平成5年11月25日、猛禽好きの私に、上越

の鳥仲間からビッグニュースが届いた。上越

の休耕田にケアシノスリが2羽訪れていると

いうのである。しかも、運が良ければ、頭上

に飛来し間近に観ることも可能であるとい
、』d 〆 ．
つ。

数日後、期待に胸をふくらませ出かけたの

であったが、観察場所を間違え、目的の鳥は

見当たらなかった。再度観察地点を確認し出

かけたところ、今度は天候が崩れ、暗い空に

ホパーリングをする姿をちらりと観たのみで

あった。12月30日、好天に恵まれ、今日こそ

はという思いで、鳥仲間とともに3度目の訪

問をした。この日鳥たちは大変活動的で、ケ

アシノスリのみならず、チュウヒ、ハイイロ

チュウヒ、チョウゲンボウ、ノスリ等が頻繁

に姿をみせ、間近に狩りを行う場面を観察で

き正に年末大サービスというところであっ
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fこ。

ケアシノスリは、その名が示すように、鮒

しょの部分にまで羽毛が密生しているのが特

徴であるが、体色も全体に白っぽく、特に尾

羽根は白い地の先端近くに黒い帯があり、開

いた状態は大変美しく、ノスリと明瞭に区別

できる。また、ノスリに比べ翼が長目で、飛

朔およびホパーリング等における羽ばたきも

ゆるやかであるo狩りは巧で、ホパーリング

の後急角度に急降下するのであるが、ミサゴ

の突っ込みを思わせる襲撃によって、見事に

野ネズミを捕える場面が何度か観察できたロ

青空にせん回するケアシノスリの姿は思わ

ず見とれてしまう程美しく我々を魅了し、こ

の環境がいつまでも残ってほしいと願わずに

はいられないが、工場予定地であり、既に着

工されている現状では、つかの間の楽園とな

りそうであり残念に思う。
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昨年6月9日から 16日までの一週間、北海 れていた。公用語はフランス語で、今会議か

道釧路市で水鳥とその生息地を保護するため らスペイン語が加えられさらに今会議に限つ

の条約、ラムサーノレ条約の第5回締約国会議 て日本語の使用も認められた。議案書、連絡

が開催された。私は機会があって圏内NGO 事項等を発行する会議実施本部は四カ国語が

のオ 7•ザーパ（見学者）という立場で全日程 飛びかう修羅場と化したそうだ。議事は各国

に参加することができた。会議の意義や成

果、今後の展開などは会誌等に詳しいので、

ここでは会議の雰囲気や周辺の様子などにつ

いてー参加者としての感想を少し書いてみた

いと思う。

今会議は、参加者が68団体95ヶ国1200名

以上という条約史上最大の規模となった。6

月9日初日に行われる予定だったオープニン

グセレモニーが、御成婚行事と重なり政府関

係者が来られないということで急逮初日と二

日目の日程を入れ替え、いきなり議事に入る

というハプニングがあったが、会議全体にス

ムーズに運営された。二日目に行われること

となったオープニングセレモニーでは圏内で

新規に登録した5ケ所の湿地の認定式があ

り、所管の知事や市町村長が壇上で各国の代

表団の拍手のなか条約事務局から直々に認定

証をうけとった。この晴れやかな場にわが新

潟県が加わることができなかったことが残念

でならなし、

会議場は、再深部にたくさんのクシロハナ

シノブで飾られた議長団席がまずあり、それ

と向かい合って前方から加盟国代表団、非加

盟国代表団（特にアジア地域からオフeザーパ

として多くの国が招待された）、 IUC N、

IWR Bなどの国際NG O、海外NG O、そ

して日本野鳥の会などの国内NGOの順に席

が用意された。その後にプレス、 NGOの一

般オブザーパ、市民の見学者用の席がおか

れ、各座席ごとに同時通訳の受信機が用意さ

からの条約履行状況などのプレゼンテーショ

ンの後、質疑応答がおこなわれた。発言は前

の方から指名されていくので、時間の制約が

かなりあることから後ろのほう、つま り

NGOなどにはほとんど発言する機会がなか

った。日本野鳥の会ですら全日程を通じ2、3

回しか発言できなかったのではないだろう

か。発言が少ないといえば、日本の政府代表

にも言えることでこちらも2回くらいしか声

が聞かれず開催国でありながらぜんぜんめだ

っていなかった。各国の代表、 NGOともに

議事の進行だけではあきたらずコーヒープレ

イクのとき会場外のロビーではそこそこに人

だかりができてコーヒ一片手に活発な議論や

情報交換がおこなわれていた。

会議はあらかじめ条約事務局が各国からの

報告や議案書などをとりまとめ運営するよう

になっていたが、なかなか予定通りにし、かな

かったようで毎日のように昼食時や会議終了

後に緊急のミーティングがおこなわれてい

た。会議後半には議長団や事務局はひどく疲

れているようで、かなりのハードワークをし

いられたようだ。今会議は環境庁や釧路市が

日本側受け入れ機関となっていて万全の体制

で臨んだようだが実際に始まってみると予想

をはるかに超える仕事量で結局運営本部や条

約事務局などの現場のスタッフに負担がかか

ってしまったらしい。今後ラムサール条約に

もとずく活動を展開する上で条約事務局や加

盟各国との密接な連絡をとりあえるよう、ラ
司
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ムサーノレ条約日本委員会などの常設機関の設

置が望まれる。今会議を契機に釧路市は国際

ウエットランドセンターの設立を表明した。

条約登録に一歩遅れをとった新潟県として

は、今後このような機関と協力しながらぜひ

数カ所の湿地の登録を果して条約履行に寄与

する活動をすすめてほしい。

会議に並行して様々な歓迎レセプション

や、野外劇などのイベントが行われた。参加

者に釧路湿原などの自然、をじかに体験しても

らおうと、モーニングウオークとエクスカー

ションが企画された。モーニングウオークは

1時間から2時間のコースを歩いて自然観察

をおこなうもので、市街地にある春採湖や大

楽毛、千代ノ浦海岸、釧路湿原などのコース

が用意された。各コースには会議場前からパ

スがだされ、通訳ボランティアと野鳥の会釧

路支部や公園ボランティアなどがガイドにつ

いて、会議期間中毎朝おこなわれた。エクス

カーションは期間中日の日曜日に少し遠くま

でパスやJRを使って一日かけてでかけるも

ので、到＂路湿原東側、西側、阿寒湖川湯温泉、

厚岸別寒辺牛湿原、霧多布春国岱の各コース

が用意された。海外からの参加者には連日の

会議疲れと円高によるふところの具合から期

間中ホテルからあまり出たがらない人も多

く、モーニングウオーク、エクスカーション

～ ともに参加者が意外と少なかったのが残念だ

った。しかし、なかにはモーニングウオーク

everyda y出てますという元気のいい

人もいて会議に出ているよりもこうして一緒

にバードウオッチングをしながら野外を歩く

ことでより有意義な交流ができたと思う。南

米やアフリカなどふだんあまり縁のない国の

人達と接することもできて私自身もガイドに

あたった地元の人達にとっても貴重な体験で

"-' 

あったと思う。

モーニングウオークに限らず、今会議では

様々な面で市民ボランティアの活躍があっ

た。なにしろ本会議場のロビーではロビーを

活動をする代表やNGOの人達よりもコー

ヒーやミネラルウォーターをサービスしたり

記念グッズを販売するボランティアのおばさ

んたちのほうがはるかにめだっていたぐらい

である。会場内のボランティアだけではなく

海外からの参加者を自宅にまねくホームビジ

ットなど市民レベルで、の受け入れが早くから

準備されていたようだ。商店街や飲食店街の

人達にも英会話講座などがおこなわれたらし

い。郵＂路市としてはまさに全市をあげて会議

を受け入れたわけで、国際会議の経済波及効

果は期待していたほどあがらなかったようだ

が、市民にとっても市当局にとってもめった

にない有意義な体験をしたと思う。特に自然

保護活動に取り組んでいる地元の高校生たち

は、 NGOのポスターセッションに参加した

りたびたび本会議場を訪れ会議を傍聴したり

各国の代表団や国際NGOにインタビューし

たりと活発に活動していた。高校生で国際会

議に参加できたということは彼女たち（女の

子が多かった）にとって貴重な体験だったに

ちがいない。

今会議での市民ボランティアの活躍は各国

の代表団に多大な感銘を与えた。条約事務局

長は最終日前夜ボランティアをレセプション

に招き労をねぎらい感謝するとともに「次回

開催国のオーストラリアはたいへんなことに

なった。」というコメントを残した。会議が

閉幕したときロビーに大勢のボランティアが

集まり参加者をあたたかい笑顔と盛大な拍手

で見送ってくれた。各国からの参加者もボラ

ンティアに拍手をかえしてそれにこたえた。

この光景を見て、私は今回の会議の成果はこ

れにつきるな、という感想をもった。このお

もいは私だけではなく多くの参加者にあるに

違いない。

ラムサーノレ条約はNGOとの関係を重視し

ていて、今会議にも国内外からたくさんの

NGOが参加していた。本会議場とは別の会
q
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場（歩いても 15分ほど。本会議場前から1時

間ごとにシャトノレパスが運行していた）に、

NGOのポスターセッションのための場が設

けられ集まった人達の間で盛んに情報交換や

ディスカッションがおこなわれていた。また

NGOのシンポジュウムもおこなわれ各地の

湿地のかかえる問題点などが報告されたよう

であるD 私は本会議に出ていたためこのシン

ポジュウムの様子を見ることはできなかった

が参加した人の話では、新潟はどうしたん

だ、なにをやっているんだという話が出たと

かでないとか…。

このようにNGOが交流を深めることはけ

っこうなことであるが、なかにはこの会場に

いりびたってせっかく席が用意しであるのに

一度も本会議場に姿を見せないNGOもあっ

たようで、国内NGOの交流だけならいつで

もどこでもできるだろうにわざわざ会議にあ

わせて釧路まで来ておきながら、この人達は

いったいなにしに来ているんだろうという印

象が残った。せっかく国際会議に参加したの

だから本会議で世界の状況を知り日本におい

てNGOとしてなにができるのか考えるのも

必要なことであろう。本会議でNGOが発言

する機会はすくなかったが、一日だけジャパ

ンデーということで日本の湿地の状況につい

て話し合われる日があった。各地から発表が

おこなわれたがどうしても各地の抱える問題

点、特に開発にともなう破壊とそれに対する

非難に終始してしまい条約のコンセプトであ

るワイズユースに関する提言がほとんどなさ

れなかったことが残念であるo そもそもワイ

ズユース自体に問題があるとか、湿地保護が

急務でワイズユースということまで進めない

と言ってしまえばそれまでだが、条約が

NGOに対して門戸を開いているのだから加

盟国である日本のNGOとしてもなんらかの

アクションをしめすべきである。

ここでも日本のNGOの発言はしばしば政

策批判、行政批判に陥ってしまい、自然保護

は政府と NGOが協力して進めていくのがあ

たりまえになっている欧米諸国の代表団から

は困惑の声や、日本でもNGOと政府はなか

よくやっていくべきだという発言が聞かれ

た。政治経済のシステムを変えていかない限

り開発におけるNGO対行政の構図はなくな

らないだろう。

ラムサーノレ条約釧路会議が閉幕しでもうす

ぐ一年になるo会議前にもりあがった湿地保

護の意識はどうも最近下火になったように思

えてならない。創II路会議をただのお祭りさわ

ぎにしないためにも、 NGOが中心となって f

条約のコンセプトを推進していくべきであ

るo特に新潟県は釧路会議までに条約登録が

できなかったからといって悲観せず積極的に

条約に対するアクションをおこしてほしい。

どうも新潟県は湿地保護だけでなく自然保護

活動が全国の動きから一歩遅れがちなのが気

になるo名前に湿地がついた県なのだから湿

地保護に関しては全国のネットワークの中心

になってもらいたいものであるo それにはま

ず県内の湿地に関する調査研究を進め、保護

活動、教育普及活動を活発に展開すべきだ。

それには、県支部が大きな役割をになうはず

であるo
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はじめに

県支部報の前号で県内のワシタカ類の渡り

について調査の協力をお願いしたところ、た

くさんの方々からデータを提供して頂きまし

た。そこで再び県支部報の紙面を借りて、協

刀して頂いた皆さんならびに会員の皆さんに

）御報告させてもらいたいと思います。

2.種類と渡りの時期

サシパ、ハチクマ、ノスリ、ハイタカ、ツ

ミ、小型不明の各種について観察された時期

を図－2(1）、（2）に示しました。サシパは9月6

日から 10月11まで＼ハチクマは9月10日か

ら10月11日までの聞に観察されました。そ

の渡りのピークは、 2種とも明らかに9月中

旬から下旬にかけてであると思われます。ノ

スリは9月10日から 11月6日まで観察され、

1 .観察地点、と個体数

図－1にデーターを得た観察地点を表－ 1 

に各観察地点での観察個体数を示しました。

20箇所の地点で9月6日から 11月6日まで延

べ72例のデーターを得ることができました。

異なる観察地点での観察では、何度も観察さ

れた個体もいると考えられますが、延べ

3643羽が観察されました。そのうちサシパ

が全体の35%、ハチクマが28%、ハイタ力、

ツミなどの小型タカ類が14%、ノリスが11

%を占めています。また前号で述べた牧峠、

小村峠の他に新たに中条町櫛形山、見附市桑

探峠、長岡市南蛮山、小千谷市山本山などで I I ・ 上川村鍵取

）計100羽以上の渡りが観察されました。 I _f～ 
． 栃尾市桑探峠

・ 長岡市八方台
三島町小木／峨 ．－ . 長両市南蛮山

経路町燃形山 ・ 6山古志村金ー倉山
初崎市町包． ．・ 川口町永沢＼

I .-1＋：公E ・・小出町V.t烏粕自衛ititJ、．峠 ・ 4、ヤ合吋

7＿一二本山…？：．六吋山 ＼
ニ亭ll-t'I・耐 ノ『'-I

上腿市東械11re 一 ．湯沢町湯沢高原
牧村牧峠 _) 

~ ¥ 

仮倉町関田峠．／ノ

図－ 1 観察場所
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表－ 1 観察場所と個体数

サシパ ハチクマ｜大型sp. オオタカ ハイタカ ツミ小型sp. 
硯祭場F)r

中条町御形山（l I) 2 3 8 1 8 6 8 5 6 2 0 5 
上川村鎚取（I) 1 5 1 
栃尾市長探峠（l) 1 0 0 + 
長岡市八方台（1) 1 1 6 
長岡市南蛮山（2) 1 4 2 1 7 4 
山古志村金倉山（I) 1 8 1 
小千谷市山本山.（14) 4 0 2 2 3 3 1 0 8 5 7 6 8 
ー品。If小木ノ域（I) 2 1 + 
ill,&路Plf桝j巴山（I) 9 1 
f日間「11畔毘（I) 7 

柏1崎市小村峠（］） 4 1 l 2 9 4 
川口町木沢（I) 1 lト
堀之内町相之内高（2) 2 6 
小出町背島（3) 1 6 1 8 1 0 1 1 
六日町桝1~山（ I) l 
湯沢町湯沢高原（I) 1 1 1 
ニ手[I村銅（2) 4 2 
牧村牧峠 （2 3) 3 1 4 4 0 6 1 8 9 1 7 8 8 5 1 4 3 
板倉町関田峠（I) 1 3 1 7 
上位市東城町（l)

~r 1 2 9 3 1 0 3 6 3 1 9 40 1 4 6 1 1 3 6 7 

ノスリ ミサゴイヌワシ クマタカハヤブサ チゴハヤブサ チョウゲンボウ 百十

観察場所

中条町掬形山（ll) 2 2 4 1 1 9 4 6 
上川村鍵取（I) 7 

栃尾I7桑探峠（I) 100+ 
長附T7八方台（I) 1 7 
長岡71南蛮山（2) 1 1 1 1 1 6 7 
山古志村金倉山（I) 1 0 
小千谷市山本山（14) 6 8 1 2 6 6 1 8 0 8 
三島町小木ノ減（I) 2 1 + 
iM路 orr桝J~山（ I) 1 1 ~ 
柏I崎市畔毘(I) ？ 
柏I崎市小村峠（］） 1 2 1 7 7 
川口町木沢（I) 1 3 
則之内町j凪之内市（2) 6 1 4 
小出lllf背島（］） 4 6 
六日町桝｝~山（ I) 1 
湯沢町湯沢高原（I) 5 2 1 0 
ニ手11村銅（2) 6 
牧村牧峠（2 3) 8 0 3 5 1 8 2 1 2 6 1 
阪命日If凶山峠（I) 3 0 
上位rinu械PIT(I) 1 

3 8 5 6 8 2 l 0 1 5 5 3 6 4 3 

（ ）内は、観察回数

大型sp. は、サシパ、ハチクマ、ノスリの識別ができなかったもの。

小型sp. －は、ハイタカ、ツミの識別ができなかったもの。

円。
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渡りのピークは 10月中旬から 11月上旬にか

けて見られました。ハイタ力、ツミなどの小

型タカ類は、 9月15日から 11月6日までかな

り幅広い期間で渡りが観察されました。その

渡りのピークは、サシパやハチクマほどはっ

きりしませんが、 9月下旬から 10月上旬にか

けてであると恩われます。このように渡りの

ピークは種類によって異なっているといえま

す。

3.渡りの時間

皆さんから頂いたデーターの中から観察し

た時間の記述があった40例について図一 3

(1）、（2）に30分毎の集計でまとめてみました。

ワシタカ類の渡りは、天気にも左右されます

し、午前中の観察の方が多いため一概に言え

ませんが、サシパやノ、チクマの渡りはほとん

ど午前中に見られました。特にサシパは観察

個体の94%が午前中に観察され、その中で

も9時から 10時半までに全体の70%の個体

個体数

300 

200 

100 

。
8 9 10 

が観察されています。またハチクマは、サシ

パ程ではありませんが、全体の83%の個体

が午前中に見られました。そのピークはサシ

パより少し遅目で9時半から11時半の聞に全

体の70%の個体が観察されました。これに

対して、ノスリやハイタカ、ツミなどの小型

タカ類はそれぞれ午前中の集中度が62%、

65%とサ‘ンパ、ハチクマに比べて低い傾向が

見られました。しかし、ワシタカの渡りは 1

回でも大きな群れが観察されれば、その割合

がすぐに変ってしまうため、今後時間を記録

した観察例数を増やしていかなければ、この

傾向については断定できないと思います。

。：サシパ、

・：ハチクマ
ロ：ノスソ

11 12 13 14 15 16 17 

時間

図一 3 ( 1 ）種類と渡りの時間（サシパ、ハチクマ、ノスリ）
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9 

図－ 3 ( 2）種類と渡りの時間（ハイタカ、ツミ、小型sp. ) 

4.渡りのルートについて

図－4にそれぞれの観察地点における主な

通過方向を記してみました。観察地点、は、上

越地方と中越地方がほとんどであるため、下

越地方及び下越と中越を結ぶjレートについて

は推定するしかありませんが、県内には主に

2つのjレートが考えられます。 1つは、中条

町の櫛形山から五頭連峰を経て、長岡市の東

）山丘陵を南下し、小千谷山本山からやや西に

方向を変え川西町、津南町から関田山脈沿い

に牧峠に至るルート。もう lつは三島町小木

ノ城付近あるいは、越路町桝形山から柏崎市

畔屋、小村峠を通過し、三和村に至るノレート

です。この後過去のデーターから推定する

と、妙高高原町池の平を南下するルートをと

るのかも知れませんo ただし、この2つの

jレートはその途中の観察記録がなかったり、

観察数が少ないデータを結び付けている所も

多いため、確定したものとは言えません。ま

た川口町から湯沢町にかけての魚沼地方の観

察記録もこの2つのjレートとどのように結び

つくのかわからない所です。

そんな中で、 9月19日見附市桑探峠でサシ

パ100、同じく 9月19日長岡市南蛮山サシパ

124、9月20日牧村牧峠126といった3つの記

録が唯一閉じ群れが異なる地点、で観察された

のではないかと思われるものでした。サシパ

以外にもハチクマ、ノスリ、小型のタカ類な

どで1日数十羽から数百羽の記録がいくつも

ありましたが、同じ群れが他の地点、を通過し

たと考えられる記録はありませんでしたが、

これは観察地点、日時ともにjレートの予測を

たてて設定されたものではないこと、観察地

点、の見通しが全ての方位についてよいわけで

はないこと、高空を飛ぶタカは見落しやすい

ことなどからやむを得ないことだと思いま

す白

今後の課題

1 .識別について

ワシタカ類の渡りの中で一番数多く見られ

るサシパやハチクマの識別も難しいものがあ
-9 -



りますが、観察を続けるなかで最も問題とな

るのは、ハイタカやツミなどの小型タカ類の

識別です。それは、今回頂いたデータの中で

もハイタ力、ツミの総数よりも小型sp.の総

数の方が多いことでもわかります。他のタカ

より小さく特徴が見えにくいうえに、 ハイタ

力雄とツミ雌の大きさが近いことなどが原因

であると思われます。図鑑などに書いであ

る、上面の色彩や眉斑の違い、飛朔時に見え

る初列風切羽の枚数などは、いずれもわずか

な時間で通過する渡りの最中にはほとんど確

認できないのが現状です。飛朔時のシノレエッ

トやはばたきなどから明確にこの2種を識別

できるポイントを知っている方がいればぜひ

教えて頂きたいと思います。

くー l～1 0羽

4ト 1 1～1 0 0羽

ー－
j 0 1 !j:j以上

． 
I 
Aグノ

’￥ 〆
iダ

JC 

＂＂＂ノ

2.調査方法

今回の調査のよって、主なjレート、種類に

よって異なる渡りの時期、渡りの規模などが

大づかみながらもはっきりしてきたと思いま

す。今回の記録からも新潟県では、愛知県の

伊良湖岬や長野県の白樺峠などで見られるよ

うな一日何千羽といった単位の渡りはまず見

られないと思われます。これは新潟県が日本

海側にあり、ワシタカ類の渡る方向である北

東から南西に長い形をしているため山形県を

除いた他県からの飛来が少ないためであると

予想されます。逆にこれは渡りのjレートが非

常に解明しやすい条件であると思います。従

って今後は系100羽以上の渡りが観察された

櫛形山、桑探峠、南蛮山、山本山、牧峠、小

↓ 

図－ 4 観察場所と主な通過方向
- 10 -
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村峠を中心にして県内各地に定点観測地を設

け、何日間か閉じ日に調査を行うことができ

れば、県内のワシタカ類の渡りのjレートはか

なり解明されるのではないかと私は考えま

す。また観察例のない岩船、蒲原、新潟市近

辺、西頚城などでも渡りが見られる可能性は

十分にあると思います。これらの地域も含め

て、今年の秋に再び調査の御協力をお願いし

たいと思います。わずかな数でも観察例があ

りましたらぜひ教えてほしいと思います。

,. 
図－5 1993年9月23日牧峠の探鳥会 石橋一夫氏撮影

図－ 6上昇気流を求めて集まるサシパ

、
， 

‘ 

図－ 7集まりながら上昇するサシパ

、

図－ 8上昇後一定方向に向って滑空するサシパ

図－6～図－8は、いずれも 1993年9月25

日、小千谷市山本山

長谷川誠氏撮影

この日山本山ではシーズン最高羽数が観察

された。

サシパ258、ハチクマ60、オオタカ5、ハイ

タカ3、ツミ 1、小型SP6、ノスリ 1、イヌワ

シ1、ハヤブサ1、計336羽

おわりに

今回の調査に関して快くデータを提供して

下さった次の皆様に深く感謝します。

石井哲夫、桑原哲哉、小林成光、立野正信、

中山正則、橋本肇、長谷川誠、古川弘、末崎

興助、箕輪貴一、柳瀬昭彦、渡辺央。（敬称

略）

’EA
 ・
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「イヌワシについて」研究発表を聞いて 西蒲原郡巻町佐藤吟一

昨年 11月14日、長岡市立中央公民館大 るのを望みはしないと思います。

ホールにおいて、県支部研究発表会があり、 全国の10年間の繁殖成功率は、平均44%

イヌワシについて、長岡西山の鳥類、巣箱架 だそうです。半数以下のペアにしか、ヒナが

設調査中間報告の発表がありました。みな興

味深く拝聴しました。その中で、友人であ

り、また私のワシタカについての師匠でもあ

るo小島幸彦氏の、イヌワシについての発表

を聞いて感じたことを書いてみたいと思いま

す。

私と小島氏は、ワシタカ好きが縁で、 7年

前に知り合い以後、イヌワシの調査などに御

一緒させていただき、ワシタカについて、多

くの事を教えていただきました。小島氏は支

部の総会や、探鳥会などには、ほとんど参加

されたことがないので、知らない会員の方が

ほとんどだと思います。

彼は、大学時代に、サシパの研究をされ、

その後、日本イヌワシ研究会で、イヌワシの

調査研究や、チョウゲンボウなど、他のワシ

タカの研究もされており、今回の発表で、イ

ヌワシという、鳥好きなら是非一度は見たい

と思うが、なかなか会えない、そんな鳥につ

いて、研究の成果をみんなで聞くことができ

企画された。事務局に感謝したいと思いま

す。その発表によれば、全国のイヌワシの生

息数は、 10年で確認されたペア数で最大の値

は、 124ペアだそうです。この数字を聞い

て、多いと思われる人は、いないと思います。

10年間には、調査人数や、地域も増えている

はずなのに、生息数が増加していないという

ことはかつてイヌワシが生息していた地域

で、いなくなっているということです。食物

連鎖の頂点に立つイヌワシの数の減少は、と

りもなおさず、生息環境の悪化（リゾート開

発、自然林破壊、人工林化）に他なりません。

一度でも、雪山の稜線を飛ぶ、イヌワシの

雄姿を見た人なら、そこは、スキー場に変わ

巣立っていないということです。その数値も

年々減少しているそうです。東北、北陸の繁

殖成功率は、 60%台で、西日本より比較的良

いそうです。これは、プナ林などの自然環境

が残されているからでしょう。しかし、以前

秋田県で話題になったような、スキーリゾー

トの開発が、イヌワシの生息地に及ぶことが

懸念されます。県内のイヌワシは、 41箇所で

生息が確認されているそうです。この数は、

多いな、と思いました。また魚沼地方の調査

では、繁殖成功率は、約60%とのことで、東

北、北陸と同等のようです。しかし、 1991年

以後、成功率は低くなっているそうです。

繁殖失敗の直接原因は、わかりづらいと思

いますが、私もイヌワシの観察に出かけ、自

にすることは、繁殖地の近くでの砂防ダム工

事、送電線、鉄塔工事で、さかんにヘリコプ

ターが飛んでいるのを見ると、なんとかでき

ないものかと思います。工事時期や、 lレート

の変更など、具体的な保護対策が急がれま

す。

今年は豪雪の中で、イヌワシの胞卵が始め

られ、夏には青空を飛ぶ幼鳥の、白い斑紋が

見られることを、心待ちにしています。

「畑でヘぴを捕えた、イヌワシの親子」小島幸彦氏嫌影
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ビギナーですヨロシク
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i 初冬の朝日池探鳥会新潟市岩原アキ ｜ 
」・ー－一－－－－－－－－－一－－－－－一－－－一－－－－－－－－－一－－－－－－－－－一－－－－－－－－－一－一－－－－－－－一－－－一－－－－－一－－－－－－－－－』
朝日池の探鳥会に参加したのは、今回で2

回目です。

1回目はその前の年です。バードウオッチ

ングに興味を持ち、日本野鳥の会に入り、初

めて行った探鳥会がこの朝日池でした。冬な

のに快晴で暖かく、用心して厚着をして行っ

たら暑いほどでした。

このようにじっくりと鳥を見ることは、初

めてだったので、双眼鏡から見る鳥の姿に、

心が洗われるようでした。

r 
’Y ~ 、~ .・

・司、

朝日池とヒシクイ、マガンの群れ

そして今回、私のお気に入りの場所である

朝日池でまた探鳥会があるということで、楽

しみにしておりました。

ところが、朝目覚めるとシトシト雨の音。

「中止だろうか。」と思いながらも高速パスに

乗りました。朝日池に近付くにつれて、雨は

増々ひどくなっているようでした。

朝日池に着くと既に何台かの車がいるのが

目に入り、中止ではなかったとほっとしまし

た。しかし、前回の時とはうって変わって、

このひどい雨。鳥も雨でよく見えず、ヒシク

イやマガンなどの群れが飛んで来る気配もあ

りません。結局、雨も止みそうもないので、

解散ということになってしまいました。 「来

年は晴れてね。」と思いつつ、朝日池をあとに

しました。

このまま家に帰ったら非常に寂しい1日に

なっていたところでしたが、帰りに瓢湖に寄

り、鴨をたくさん見て改めて可愛いと思い、

今年は鴨鍋を食べないことにしようと心に誓

ったりして、満足した気分で家に帰ることが

出来ました。

餌をとるヒシクイ

これからも、朝日池の探鳥会を続けて欲し

いです。今度は天気が良くなるように、祈っ

ております。

朝日池ばかりでなく親子でいろいろな探鳥会にできる

だけ多く参加しています。

丹
、

u
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「朝日池の冬鳥観察会」と「寺泊の海鳥を訪ねる」に参加して

事務局のKさんの車に、主人とともに同乗

させて戴いて、朝日池の冬鳥観察会と寺泊の

海鳥を訪拘る集いに参加しました。

1993年11月28日、高速道を長岡へ向かう

と青空が：えて来ました。これはよし、と長

岡ジャ／ クションで北陸道へ車の向きを西に

替え為と、魚沼と同じく、米山さんは雲の中、

朝日池に着くと横なく~雨と風でした。

の面一杯に浮カ九でいたのは、何千羽と

も知れないマガモφ大群でした。それが一様

に風Bの西を向μて、波間に浮き沈みして揺
れている充葉が、まず目に飛び込んできたの

です。

皆さんは、マガモには目もくれず？あれが

いた。これがいたといろんな鳥を探していら

っしゃいました。主人のフィールドノートの

メモによると、オオタカ、ヒシクイ、トモエ

ガモ、ヨシガモ、カ jレガモ、コガモ、カイツ

ブリ、カンムリカイツプリ、ダイサギ、コハ

クチョウ、マガモ、オナガガモ、ヒドリガモ、

アメリカヒドリ、ヨシガモ、オカヨシガモ、

トビ＼ノスリ、スズメ、ハシボソの19種、な

どとなっております。

ビギナーの私のために、朝日・池の野鳥につ

いて知り尽くされたような方が、スコープで

珍しい遠来の鳥を捕えて、どうぞといっての

ぞかせて下さるのですが、さあ、どれがトモ

エガモなのかさっぱり解りません。「はあ、

あれですね」と一応はご親切に感謝して見え

たふりをしましたが、やっぱりよくはわから

ないでした。

そのうちに、どなたかが、この頚城平野の

どこかにヒ シクイが休んでいるはずだからと

偵察に行かれたようです。もう、このカモの

群れを見ただけで感動しておりましたのに、

その熱意には頭がさがるばかりでした。

結局どこにいるかその方もつかめなかった

北魚沼郡小出町柳瀬和子

様ですが、また来年の楽しみにしておいてよ

いと思います。ね、ヒシクイさんo

1994年2月13日の 「厳冬の日本海海鳥を

訪ねて」の催しも、文字通り、厳冬の日本海

の荒波、波しぶき、猛吹雪の中で行われまし

た。山国育ちの私は、荒々しい冬の日本海の

姿にわけもなく感激してはしゃいでいました

が、この日もリーダーの渡辺先生や皆さんは

あれこれ懸命に探しては見せてやりたい熱意

に溢れておいででしたが、荒れるほど港に避

難するらしい海鳥たちが、なぜかこの日は少

なかったそうです。

それでも、ウ ミネコ、オオセグロカモメ、

セグロカモメ、ウミアイサ、カンムリカイツ

プリ、アカエリカイツブリ、ウミウなど23種

もみられたそうです。

主人が、円、たいた、ハジロカイクグリだ。

見ろ」と叫びました。私をからかうのです。

いつだったか、カイツプリのことをカイクグ

リといったのが失敗でした。しかし私はやは

り、カイクグリと呼ぶのです。「水底の日暮

れみてきし鳩の首」という俳句があります

が、あの鳥は、たしかに水の中をカイクグっ

て暮らしてる、そう思いませんか。

出雲崎港の防波堤の上に、カモメが100羽

以上群れて休んでいました。シベリヤから日

本海を吹きぬけてくる西風に向かつて首をそ

ろえているのは、あの朝日池のマガモの群れ

と同じでした。

北野地方で繁殖し、冬をこの越後で過ごし

ている、カモやカモメの仲間が、故郷を恋し

たうように一斉に西や北の風上に首を向けて

並んでいる姿に、なぜか私は涙ぐましくなり

ました。彼らが、春には揃って北へ帰り、来

春には更に数を増やして、私たちの前に姿を

みせて欲しいと思います。
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仁旅鳥空3 県 ・ 谷津干潟にて
新潟市正山勝敏

私が野鳥の会に入会したのは 1993年の6

月のことでした。三川村で聞かれた県支部総

会に参加し、それ以後野鳥の虜になり県内を

走り回っていましたがとうとう県外に出るこ

とになってしまいました。実は、ソリハシセ

イタカシギを見たい、という思いからなので

す。1月の初めに末崎氏から電話をもらい

心に熱い物が高まって連れて行ってもらうこ

とになったからです。

1月22日、小雪舞う新潟を離れ、末崎氏と

二人で新幹線に乗り、東京駅で京葉線に乗り

換え約3時間半、東京ディズニーランドのシ

ンデレラ城を横目にした後南船橋駅を下車、

中央の白い鳥がソリハシセイタカシギ

徒歩5分ようやく目的地である谷津干潟に来

ました。期待で胸が一杯な私にとって、初め

た見る谷津干潟は鳥屋野潟より小さく、こん

な所にいるのだろうかと？とややがっくりし

てとぼとぼ歩いていました。すると盛んにフ

ィールドスコープを覗いている少人数の団体

に出会い、なんだか嬉しい気持ちになりまし

た。しかし、その見ているところには居ませ

んでした口気落ちしているところを末崎氏に

見つけてもらい一安心、目的を果たすことが

できました。

ソリハシセイタカシギは、白と黒の体、そ

り返った鴫で、それを左右に揺らして餌をと

っていました。かなり離れていたので小さか

ったので、すがはっきり見る事ができ、カメラ

にも撮る事ができ大変満足でした。ソリハシ

君は、長くこの干潟に居たせいでスターの座

から滑り落ちたのでしょうか？そのおかげで

ゆっくり心おきなく眺める事ができ、さらに

真っ赤な長い足のセイタカシギの美しい姿に

も見入ってしばし時間を気にせず酔ってしま

いましfこ。

干潟の周囲を回って、鳴の大きく曲がった

ダイシャクシギを見たり、こちらでは珍しい

ズグロカモメもユリカモメの中から見つける

事ができたり、悪い事ではあるけれどユリカ

モメが人聞から餌をもらって慣れてしまい、

30cmぐらいで見られて良かったで、す。この

日は天候にも恵まれ他にダイゼン、シロチド

リ、ハヤブサなど計30種を見る事が出来ま

した。干潟の回りにも野鳥観察のための色々

な設備ができてくるようで完成したら又来て

みたいと思いました。

野鳥を通して、初めての人たちと同じ言葉

を喋り合える事のすばらしさを感じました

が、一方でこんなに狭いところにしか居られ

なくしてしまったのは、私たち人間なんだと

考えさせられたりした一日でした。今回は、

新潟では観察しにくいシギ、チドリを1日堪

能できました。皆さんも是非、今度は夏羽に

変わった美しい彼らを見に行きましょう。最

後になりましたが、 一緒に同行して下さった

末崎氏に大変感謝しております。

カモの憐れと休息するセイタカシギとソリハシセイタカシギ
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藤吉郎の裏切り

柏崎市小林成光

我が家には食べても食べても太らない太り

たくても太らないスリム過ぎる女房と、食べ

たいけれど親戚一同見回してやはり食べるの

が恐ろしい、恐ろしいけど又々食べてしまう

常に腹をすかした娘達がいる。高二、中三、

中ーそれに今年幼稚園の4人娘だ。小さな我

が家は押すな押すなの女々女々の世界だ。

他にも女はまだいる。ネネ（メス犬）、チャ

チャ（メス猫）、テンテン（メス猫）、それに

半分男のキヨンシーという猫だ。半分男とい

うのには訳が有る。交通事故に遇い足は折れ

やせ細り息絶え絶えのところを、後の事など

考えない我が娘に拾われてきた彼は、その 1

時間後動物病院の手術台の上にいた。その後

彼の意思とは別に、男を捨ててもらう手術も

一緒にお願いする事に成ったのだ。猫を飼っ

た事のある人は解ると思うが、オス猫は家の

中でもマーキングをしてほとほと参ってしま

うからだ。退院後彼はゴミ箱あさりの生活を

捨て、我が家の一員に成り現在も居る訳だ

が、どういう訳かあの時チョ ッキンしたはず

の玉ちゃんが半分ぶらさがっているのだ。病

院に掛け合ったが、あの時は子猫だったから

という事と今度は半額にするからという答だ

けだった。生活費を圧迫し続けたあの時の去

勢料は何だったのだろう。ともあれオカマの

キヨンシーを除けば、我が家に男は私一人だ

けになるのだ。

， 
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昨年の秋、小学生の女の子によって我か家

にハトの子が持ち込まれた。以前にもハトの

子が持ち込まれ逃しても逃しても又帰って来

るので、しかたなく遠い遠い他県のハトの沢

山いる観光地の近くまで行ってそっと逃した

事がある。困ったなァと思いながらも又我が

家で飼う事に成った。

我が家のベットの名前付けは大変で、およ

そ1週間から 1カ月かかるのが通例だ。はじ

め全員が好きかってに呼び、最後の 1つに成

るまでには水面下でかなりの戦いや裏取引、

談合がくりひろげられるのだ。ところがこの

ハトだけは違っていた。可哀相に誰も相手に

してくれないのだ。しかし相手にしてくれな

いという事は、私が勝手に名前を付けても誰

も文句はない訳だ。犬がネネで猫がチャチ

ャ、それならハトは藤吉郎に決っている。藤

吉郎、実にいい名前だ。藤吉郎おまえだけが俺

と同じ男だ。男同士の話をしようじゃないか。

藤吉郎は日増しに大きく成り、ネネと一番

の仲良しに成った。顔をつっつき合わせて餌

を食べたり、よその猫が来ればネネは大声で

吠え危険を知らせてくれる。女房がゴミ捨て

に行ったりネネの散歩に行こうものなら女房

の頭や肩に止って怒られている。私の職場に

までついてきて事務所の中まで入って来ては

追い出されているo娘達にも認められ、取り

分け四女とは仲良しだ。ただク ソには参って

しまう。他人様の新車の上にも平気でやらか

してしまう腕白ぷりだ。そんな藤吉郎が、そ

んな彼が、事もあろうに先日卵を産んでしま

ったのだァ！！
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